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片
瀬
地
区
の
住
民
や
江
ノ
電
利
用
客
の
避
難
路
を
確
保

年
内
に
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る

津
波
緊
急
避
難
通
路

松
長　

泰
幸（ふ

じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問
　
片
瀬
し
お
さ
い
セ
ン
タ

ー
と
江
ノ
電
の
湘
南
海
岸
公
園

駅
と
の
直
通
避
難
路
の
今
後
の

整
備
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
片
瀬
地
区
の
住
民
及
び

江
ノ
電
の
乗
客
が
災
害
発
生
時

に
駅
構
内
か
ら
片
瀬
し
お
さ
い

セ
ン
タ
ー
へ
迅
速
に
避
難
で
き

る
通
路
を
確
保
す
る
た
め
、
現

在
、
江
ノ
電
と
津
波
緊
急
避
難

通
路
整
備
に
向
け
た
協
議
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
、
同
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
へ
の
避
難
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
敷
地
内
の
遊
歩
道
へ
の

取
り
付
け
通
路
を
整
備
し
、
年

内
に
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
海
抜
が
低
い
鵠
沼
、
辻

堂
地
区
を
含
め
て
絶
対
的
に
不

足
し
て
い
る
津
波
避
難
場
所
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

が
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
津
波
避

難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
か

ど
う
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
昨
年
度
よ
り
辻
堂
海
浜

公
園
及
び
湘
南
海
岸
公
園
の
県

営
駐
車
場
を
立
体
化
し
、
避
難

場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

神
奈
川
県
に
要
望
書
を
提
出
し

て
お
り
、
今
後
も
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
八
部
公
園
に
つ
い
て

は
、
駐
車
場
の
二
階
部
分
よ
り

公
園
内
の
野
球
場
の
観
客
席
の

ほ
う
が
高
さ
を
確
保
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
津
波
浸
水
予
測

と
野
球
場
の
高
さ
や
構
造
を
考

慮
し
な
が
ら
、
公
園
内
の
避
難

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉
田　

淳
基

（
自
由
松
風
会
）

質
問
　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
耐
震
化
が
完
了
し
、
現

在
は
、
長
寿
命
化
な
ど
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

大
野　

美
紀（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問
　
県
内
他
市
に
先
駆
け
、

本
年
九
月
十
日
に
、
本
市
に
高

次
脳
機
能
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
本

市
で
は
当
事
者
や
家
族
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
こ
の
施
設
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
聞
き
た
い
。

循
環
型
社
会
の
構
築

今
後
の
取
り
組
み
は

学
校
施
設
整
備
事
業

改
築
計
画
の
検
討
は

有
機
質
資
源
再
生

事
業
中
止
の
教
訓
は

答
弁
　
こ
の
施
設
を
活
用
す
る

中
で
、
神
奈
川
県
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
よ
り

専
門
的
な
相
談
や
日
中
活
動
の

実
施
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の

施
設
が
地
域
の
核
と
な
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
家
族
支
援
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を
得

て
、
こ
の
施
設
で
の
講
演
会
や

相
談
会
等
を
通
じ
、
家
族
が
集

え
る
環
境
の
整
備
等
に
よ
り
、

そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、
非

常
に
把
握
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

家
族
や
関
係
者
を
含
め
た
幅
広

い
周
知
が
必
要
で
あ
る
。
広
報

ふ
じ
さ
わ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
周
知
を
初
め
、
医
師
会
の

協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療
機

関
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、

速
や
か
に
こ
の
施
設
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
民
生
委
員
、
児
童

委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
へ
事
業
の
周
知
も
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問
　
有
機
質
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
事
業
を
中
止
す
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
臭
気
対
策
解
決

の
め
ど
が
立
た
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
臭
気
に
つ
い
て
は
当

初
か
ら
住
民
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

対
策
が
お
く
れ
た
原
因
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
事
業
が
独
立
採
算
型

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
営
会

社
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
※
）
が
経

営
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、
脱

臭
装
置
の
修
繕
等
へ
経
費
を
回

地域の核として推進

高次脳機能障がい者相談支援事業所

専門的な相談や日中活動の実施を目指す

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
が
多
い

こ
と
か
ら
学
校
の
改
築
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

計
画
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

学
校
は
教
育
施
設
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
の
地
域
の
避

難
拠
点
や
帰
宅
困
難
者
の
受
け

入
れ
施
設
と
し
て
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
学
校
施
設
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
事
業
計

画
の
見
直
し
の
機
会
を
捉
え
て
、

築
年
数
の
経
過
し
て
い
る
学
校

施
設
の
耐
力
度
調
査
や
児
童
生

徒
数
の
今
後
の
推
移
を
把
握
し

て
い
く
中
で
、
改
築
に
対
す
る

基
準
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
、

優
先
順
位
を
定
め
、
学
校
施
設

の
改
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
問
　
今
後
、
学
校
施
設
の
改

築
を
進
め
て
い
く
場
合
、現
在
、

優
先
的
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ト
イ
レ
改
修
及
び
空
調
設

備
整
備
事
業
と
の
整
合
性
が
図

ら
れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
ト
イ
レ
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
三
Ｋ
と
い
わ
れ
る
ト

イ
レ
の
状
況
の
改
善
、
空
調
設

備
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
球
温

暖
化
に
伴
う
酷
暑
等
に
よ
る
室

内
温
度
上
昇
の
影
響
も
あ
り
、

学
校
生
活
環
境
を
整
え
て
い
く

上
で
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
で
あ
り
、
各
学
校
の
施
設

状
況
等
を
考
慮
し
、
計
画
的
に

実
行
し
な
が
ら
、
改
築
事
業
と

の
整
合
性
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
川　

和
広（

自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問
　
本
市
は
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
に
当

た
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
導

入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
と
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

か
ら
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
は
、

資
源
化
率
の
向
上
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
等
大
き
な
効
果
が
あ

る
一
方
で
、
さ
ら
な
る
分
別
に

よ
る
市
民
負
担
、
新
た
な
分
別

に
よ
る
収
集
経
費
の
増
加
と
い

う
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
一
年
か
ら
二

年
の
間
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
バ

イ
オ
ガ
ス
対
象
ご
み
の
分
別
収

集
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実

施
す
る
。
そ
の
中
で
、
市
民
の

分
別
へ
の
協
力
度
や
効
率
的
な

収
集
方
法
の
検
証
を
行
う
と
同

時
に
、
経
済
性
、
効
率
性
を
踏

ま
え
、
極
力
経
費
を
抑
え
る
手

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ

る
リ
ス
ク
等
を
十
分
精
査
す
る

中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
引
き

続
き
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
た
施
策
を
進
め
、
本
市
の
自

然
環
境
を
次
世
代
に
残
す
と
と

も
に
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
。
今
後
も
、
環
境
負
荷
が
少

な
く
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

す
余
裕
の
な
い
状
況
が
稼
働
当

初
か
ら
続
い
て
い
た
こ
と
、
臭

気
対
策
を
含
む
施
設
運
営
が
Ｓ

Ｐ
Ｃ
の
責
任
分
担
で
あ
り
、
運

営
段
階
に
お
い
て
市
が
公
費
を

投
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
た

こ
と
か
ら
、
臭
気
対
策
に
乗
り

出
す
時
期
が
遅
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
事
業
中
止
の
教
訓
を
今

後
の
行
政
運
営
に
ど
う
生
か
す

の
か
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
今
後
は
、
本
事
業
の
検

証
及
び
総
括
を
十
分
に
行
っ
た

上
で
、
他
の
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
生
か

す
と
と
も
に
、
議
会
を
初
め
市

民
の
意
見
に
十
分
耳
を
傾
け
な

が
ら
最
善
の
方
法
を
探
っ
て
い

く
。
収
支
等
十
分
な
見
込
み
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
業
の

実
施
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
見

直
す
な
ど
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

意
見
書

３
件
を
政
府
等
へ
提
出

〇
在
日
米
軍
へ
の
垂
直
離
着

陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
及
び
低
空
飛
行
訓

練
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書

　
米
軍
の
垂
直
離
着
陸
輸
送

機
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
本
年
四

月
に
モ
ロ
ッ
コ
、
六
月
に
米

フ
ロ
リ
ダ
州
で
訓
練
中
に
墜

落
し
死
傷
者
を
出
す
な
ど
、

開
発
段
階
か
ら
の
墜
落
事
故

は
八
回
を
数
え
、
三
十
六
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
米
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
に
お
い
て
計

画
し
て
い
た
オ
ス
プ
レ
イ
の

低
空
飛
行
訓
練
計
画
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
強
い
反
対
を

受
け
、米
軍
は
中
止
を
し
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米

両
政
府
は
沖
縄
県
宜
野
湾
市

の
米
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場

に
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
十
二

機
を
配
備
し
、
十
月
か
ら
本

格
運
用
を
、
さ
ら
に
平
成
二

十
五
年
に
も
十
二
機
、
計
二

十
四
機
の
配
備
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
富
士
と

岩
国
基
地
に
お
い
て
毎
月
二
、

三
日
間
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
二

～
六
機
派
遣
し
訓
練
を
実
施

す
る
と
し
て
お
り
、
オ
ス
プ

レ
イ
が
厚
木
基
地
を
使
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
政
府
は

否
定
し
て
い
な
い
。

　
墜
落
事
故
が
相
次
い
で
い

る
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
は
、
沖
縄
県
民
を
初
め
低

空
飛
行
の
飛
行
ル
ー
ト
と
さ

れ
る
全
国
の
自
治
体
に
不
安

と
恐
怖
を
与
え
て
い
る
。
　

　
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

在
日
米
軍
へ
の
垂
直
離
着
陸

輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
及
び
低
空
飛
行
訓
練
計
画

の
撤
回
を
要
望
す
る
。

〇
大
飯
原
発
の
再
稼
働
停
止
を

求
め
る
意
見
書

　
関
西
電
力
は
、
原
発
の
再
稼

働
に
反
対
す
る
多
く
の
国
民
の

声
を
無
視
し
、
平
成
二
十
四
年

七
月
に
大
飯
原
発
三
号
機
、
四

号
機
を
相
次
い
で
再
稼
働
さ
せ

た
が
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

調
査
結
果
か
ら
経
済
産
業
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
が
ま
と
め

た
三
十
項
目
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
満
足
に
果
た
せ
て
い
な
い
。

　
し
か
も
、
関
西
電
力
の
工
程

表
で
は
、
免
震
事
務
棟
は
二
十

七
年
度
ま
で
に
建
設
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
な
ど
重
要
な
安

全
策
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、大
飯
原
発
三
号
機
、

四
号
機
と
一
号
機
、
二
号
機
と

の
間
を
走
る
破
砕
帯「
Ｆ
︱
６
」

に
つ
い
て
活
断
層
の
可
能
性
が

浮
上
し
、
原
子
力
安
全
・
保
安

院
が
関
西
電
力
に
対
し
、
再
調

査
の
要
請
を
し
た
。

　
一
方
、
関
西
電
力
は
、
今
回

の
再
稼
働
の
理
由
と
し
て
、
今

夏
、
再
稼
働
を
し
な
い
場
合
に

約
一
五
％
の
電
力
不
足
に
陥
る

と
し
た
が
、
関
西
電
力
が
五
月

に
試
算
し
た
八
月
の
需
給
見
通

し
と
八
月
十
二
日
時
点
で
の
需

給
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
と
か
な

り
の
差
が
あ
り
、
電
力
は
十
分

に
足
り
て
い
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
飯
原

発
三
号
機
、
四
号
機
に
つ
い
て

は
、
安
全
策
の
先
送
り
、
活
断

層
の
危
険
性
の
指
摘
、
原
発
が

な
く
て
も
電
力
不
足
を
解
消
で

き
る
状
況
の
明
確
化
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
停
止
を
す
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

関
西
電
力
へ
大
飯
原
発
の
再

稼
働
停
止
を
要
請
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

〇
藤
沢
市
内
に
存
す
る
神
奈

川
県
所
有
の
施
設
の
廃
止
等

並
び
に
補
助
金
及
び
負
担
金

の
廃
止
を
し
な
い
よ
う
求
め

る
意
見
書

　
神
奈
川
県
緊
急
財
政
対
策

本
部
調
査
会
い
わ
ゆ
る
神
奈

川
臨
調
は
、
本
年
七
月
十
八

日
に
中
間
意
見
を
ま
と
め
、

神
奈
川
県
知
事
に
提
言
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
、
県
民
利

用
施
設
に
つ
い
て
は
原
則
全

廃
の
視
点
に
よ
る
見
直
し
等
、

ま
た
、
補
助
金
及
び
負
担
金

に
つ
い
て
は
一
時
凍
結
の
上

で
廃
止
も
含
め
た
抜
本
的
見

直
し
と
、
県
民
生
活
を
大
幅

に
切
り
捨
て
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
総
合
療
育
相

談
セ
ン
タ
ー
を
初
め
、
聴
覚

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
体

育
セ
ン
タ
ー
、
か
な
が
わ
女

性
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
県
内
全

域
か
ら
の
利
用
者
が
訪
れ
る

施
設
が
あ
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
医
療
費
を
小
学
六

年
生
ま
で
無
料
と
し
て
い
る

こ
と
に
関
し
、
多
く
の
保
護

者
が
喜
ん
で
お
り
、
県
に
よ

る
助
成
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
望
ん
で
い
る
。

　
よ
っ
て
、
神
奈
川
県
に
対

し
、
本
市
内
に
存
す
る
県
所

有
の
施
設
、
補
助
金
、
負
担

金
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
等

を
廃
止
・
縮
小
・
民
営
化
し

な
い
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）
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